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査
は
、
28
年
度
以
降
の
調

査
と
し
、
今
年
度
の
当
初

予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

問　

沿
線
住
宅
の
騒
音
対

策
を
、
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

答　

防
音
壁
の
設
置
が
有

効
と
考
え
る
が
、
現
状
に

お
い
て
基
準
を
上
回
っ
て

い
な
い
。
今
後
、
騒
音
調

査
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

対
応
し
て
い
く
。

問　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
の
新
た
な

産
業
集
積
と
し
て
、
ス

案
し
て
い
く
。
ま
た
、
大

学
等
の
研
究
開
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
に
つ
い
て
も
、
こ

の
地
域
の
資
源
が
ど
こ
に

あ
り
、
ど
ん
な
協
力
が
可

能
か
洗
い
出
す
と
と
も

に
、
地
元
企
業
の
技
術
と

組
み
合
わ
せ
て
い
く
仕
組

み
を
通
じ
て
機
会
を
生
み

出
し
て
い
き
た
い
。

問　

創
業
を
支
え
る
金
融

面
で
の
支
援
策
に
つ
い
て
、

国
や
県
の
仕
組
み
と
連
動

さ
せ
な
が
ら
独
自
の
施
策

に
つ
な
げ
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　

地
域
型
フ
ァ
ン
ド
に

つ
い
て
本
市
の
お
か
れ
た

状
況
に
見
合
っ
た
も
の
か
、

活
用
で
き
る
も
の
か
、
ま

た
新
た
な
ス
キ
ー
ム
の
創

設
の
可
能
性
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

マ
ー
ト
エ
コ
パ
ー
ク
構
想

が
あ
る
が
、
市
の
取
り
組

み
の
考
え
方
を
伺
う
。

答　

市
も
研
究
会
の
会
員

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
研
究
会
や
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
、

本
市
に
有
用
な
先
進
的
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
に
関
す
る

情
報
収
集
に
努
め
て
い

く
。

問　

環
境
基
本
計
画
作
成

の
基
本
的
考
え
を
伺
う
。

答　

市
民
、
事
業
者
、
市

の
協
働
の
も
と
推
進
す
る

が
、
震
災
で
環
境
が
大
き

く
変
化
し
、
さ
ら
に
は
放

射
性
物
質
の
影
響
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
対

策
も
加
え
新
た
に
策
定
す

る
。

問　

大
規
模
圃
場
整
備
に

お
け
る
、
生
物
多
様
性
の

保
全
の
考
え
を
伺
う
。

答　

計
画
段
階
で
環
境
調

査
を
行
い
、
移
動
経
路
の

確
保
及
び
生
息
、
生
育
環

境
の
確
保
を
配
慮
し
た
工

法
選
定
を
行
う
。

問　

高
速
道
路
騒
音
苦
情

に
つ
い
て
、
報
告
は
あ
る

の
か
伺
う
。
ま
た
、
今
後

の
把
握
方
法
を
伺
う
。

答　

ネ
ク
ス
コ
東
日
本
と

し
て
調
査
は
実
施
し
て
い

な
い
が
、
本
市
と
し
て
14

件
程
あ
る
。
市
で
は
、
13

カ
所
の
測
定
を
行
っ
て
い

る
が
、
常
磐
道
沿
線
の
調

問　

人
口
の
減
少
・
高
齢

化
と
い
う
構
造
的
な
課
題

が
顕
在
化
し
て
い
る
。
将

来
に
わ
た
り
人
が
減
っ
て

も
な
お
地
域
が
存
続
で
き

る
よ
う
な
在
り
方
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
震
災

後
新
た
に
数
千
人
の
方
々

が
暮
ら
し
、
生
計
を
立
て

て
い
る
。
仕
事
は
人
の
生

活
を
支
え
、
避
難
を
続
け

る
方
た
ち
に
帰
還
の
選
択

肢
を
提
供
す
る
。

　

問
題
は
、
い
ま
存
在
す

る
仕
事
の
多
く
は
、
税
と

賠
償
に
支
え
ら
れ
、
数
年

先
に
は
失
わ
れ
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
。
地
域
の
中

で
仕
事
を
生
み
出
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
い

か
に
対
応
し
て
い
く
の
か

伺
う
。

答　

創
業
期
の
企
業
の
支

援
は
容
易
で
な
い
が
、
発

想
力
は
豊
か
。
ど
の
よ
う

な
需
要
や
要
望
が
あ
る
の

か
、
意
見
交
換
を
通
じ
て

新
た
な
制
度
づ
く
り
を
提

質問を終えて
　地域に産業を生み出すためには、公的
部門の枠をこえた取り組みが求められる。

国内最大級のビジネスコンテスト（東京都）

そ
の
他
の
質
問

❶ 

循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て

❷ 

環
境
基
本
計
画
の
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

❸ 

下
太
田
工
業
団
地
の
現

状
は

そ
の
他
の
質
問

❶ 

特
区
制
度
の
設
計
に
向

け
規
制
の
調
査
を

❷ 

企
業
研
修
の
事
業
案
実

現
に
向
け
た
支
援

❸ 

地
域
課
題
の
解
決
を
通

じ
た
創
業
支
援

質問を終えて
　震災から５年、これからが
農地再生を含め、環境保全を
考える時期です。

産
業
創
出
の

産
業
創
出
の

環
境
を
整
え
る

環
境
を
整
え
る

環
境
基
本
計
画
が

環
境
基
本
計
画
が

地
域
環
境
を
守
る

地
域
環
境
を
守
る

但野 謙介 議員

奥村 健郎 議員

ほ場整備工事箇所（原町区萱浜）

一
般
質
問
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ドローンの実証試験（下太田工業団地内）

い
。
土
の
は
ぎ
と
り
が
絶

対
に
必
要
と
思
う
が
。

答　

表
土
除
去
の
上
覆
土

す
る
。
ま
た
林
縁
５
ｍ
ま

で
の
堆
積
有
機
物
残
渣
の

除
去
等
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
示
さ
れ
た
。
最
大
限
効

果
が
得
ら
れ
る
よ
う
求
め

る
。

問　

地
表
面
汚
染
状
況
を

可
視
化
す
る
ガ
ン
マ
カ
メ

ラ
は
安
心
安
全
に
極
め
て

有
効
で
あ
り
市
と
し
て
導

入
す
べ
き
で
は
。

答　

国
が
ガ
ン
マ
カ
メ
ラ

を
活
用
し
て
市
内
の
撮
影

を
始
め
て
い
る
。
市
が
行

う
場
合
財
政
措
置
の
こ
と

も
あ
る
の
で
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推

移
を
見
な
が
ら
国
に
要
望

す
る
。

問　

避
難
指
示
の
解
除
は

市
民
の
同
意
納
得
の
上
で
と

認
識
し
て
い
る
が
見
解
は
。

答　

す
べ
て
の
皆
さ
ん
の

同
意
納
得
の
上
で
は
永
遠

に
解
除
で
き
な
い
。
住
民

に
し
っ
か
り
説
明
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

小
児
科
入
院
施
設
の
確

保
取
り
組
み
は

❷ 

保
育
料
等
無
料
化
を
認

可
外
に
も
拡
大
を

❸ 

障
が
い
者
の
住
居
確
保

支
援
等
、
福
祉
の
充
実

問　

ド
ロ
ー
ン
等
ロ
ボ
ッ

ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
、

ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
の
誘
致

に
取
り
組
む
べ
き
だ
が
現

状
は
。

答　

研
究
開
発
拠
点
整
備

に
い
ち
早
く
誘
致
を
表
明

し
環
境
整
備
に
努
め
て
い

る
。

問　

避
難
指
示
区
域
内
で

の
構
想
の
展
開
で
地
域
お

こ
し
を
図
る
べ
き
で
は
。

答　

避
難
指
示
区
域
を
含

め
た
本
市
全
体
を
浜
通
り

地
方
北
の
拠
点
と
位
置
づ

け
更
な
る
発
展
に
務
め
る
。

問　

農
地
除
染
で
客
土
が

砂
質
土
で
耕
作
土
と
し
て

不
適
当
、
土
の
入
れ
替
え

を
す
べ
き
で
は
。

答　

サ
ン
プ
ル
土
と
明
ら

か
に
違
う
場
合
は
基
本
的

に
入
れ
替
え
る
こ
と
で
地

権
者
と
相
談
し
な
が
ら
適

切
な
対
応
を
す
る
よ
う
国

に
求
め
て
い
る
。

問　

囲
い
木
（
イ
グ
ネ
）

は
除
染
後
も
線
量
が
高

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
で

ロ
ボ
ッ
ト
産
業
で

新
し
い
一
歩
を

新
し
い
一
歩
を

志賀 稔宗 議員

一
般
質
問

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
復
旧
復
興
調
査
特
別
委
員
会
報
告

質問を終えて
　市長は「市民」の代表。
市民の声に耳かたむける
政治姿勢を求めたい。

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害

復
旧
復
興
調
査
特
別
委
員
会

復
旧
復
興
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

水
井
清
光

　

２
月
18
日
、
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

環
境
省
が
飯
舘
村
蕨
平
地
区
に
設
置
し
た

可
燃
性
廃
棄
物
減
容
化
施
設
を
視
察
し
ま

し
た
。
こ
の
施
設
で
は
、
飯
舘
村
内
の
片

付
け
ご
み
等
お
よ
び
除
染
廃
棄
物
の
う
ち

可
燃
性
の
も
の
（
約
29
万
ト
ン
）、
飯
舘
村

内
の
除
去
土
壌
の
一
部
（
約
500
ト
ン
）
を

は
じ
め
、
飯
舘
村
外
（
福
島
市
・
南
相
馬

市
・
伊
達
市
・
国
見
町
・
川
俣
町
）
の
農

林
業
系
廃
棄
物
お
よ
び
下
水
汚
泥
（
合
計

約
７
万
ト
ン
）
を
焼
却
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
４
日
、特
別
委
員
会
正
副
委
員
長
・

正
副
議
長
４
名
で
、
東
京
電
力
福
島
本
社

福
島
分
室
お
よ
び
復
興
庁
福
島
復
興
局
に

赴
き
、国
の
一
方
的
な
線
引
き
に
基
づ
く
、

東
京
電
力
の
賠
償
等
に
起
因
す
る
市
民
間

の
不
合
理
な
格
差
の
是
正
を
図
り
、
復
興

を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
東
京
電
力
代
表
執

行
役
社
長
な
ら
び
に
復
興
大
臣
に
対
し
、

そ
れ
ぞ
れ
要
求
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ

の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

１　

本
市
が
独
自
で
支
給
し
た
災
害
見
舞

金
に
相
当
す
る
額
を
補
填
す
る
こ
と
。

２　

市
民
間
の
不
合
理
な
格
差
を
是
正

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
と
生
活

再
建
の
促
進
を
図
る
た
め
、
市
民
に

対
し
支
援
金
を
給
付
す
る
こ
と
。

３　

本
市
の
均
衡
あ
る
復
興
の
た
め
、
必

要
な
財
源
を
措
置
す
る
こ
と
。

可燃性廃棄物減容化施設（飯舘村）

要望活動（復興庁福島復興局）


